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発表 した。(資料 1-①、 1
-②)
それに対して、歯科医師代表
1 調査期間 方法 対象
“





調査致     :6月の訪日対象数52件中45件
2 患者の背景
性
"1   
男:21名  女:24名
食事方法  経日摂取可能者:3471  経管栄養者:11名
意思疎通・∫能71i21名






総人れ歯    23名











19名   42%
8名  その他   3名
2 歯l.tlttlll織の問題








































































前EIt   患者 00 00
紹介中 11げます 何とぞ御高診御配慮賜りますよう願い llげます .
平,え1年7月12日






















主病名 アルツハイマー      科別 神内  担 l｀F




平 成 6月 19日 の 状 況、
意 識 有 り  意思疎通困難
発 語 無し 話かけに声をたてて実うことがある.
体 動 無し 全面的に介助
食 事 朴管栄養
クリニミ ルー1400カロリ
排 泄 失禁 おむつ使用





り訪問看護開始 (2F1/月)、 患者の観察 家庭看護の援助
妻は患者をとても大切に看護している.妻が疲れた時には 嫁が代って看護す
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